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魚類脊柱末端部 の 神経

菅野　徹 （都 立 大
・理 ・

生）

　硬骨魚類 の   オ イ カ ワ （コ イ 目）   サ ヨ リ属 の
一

種 （ダ ツ 目）  ヘビ ギ ソ ポ （ス ズ キ 目ギ ン ポ 亜 目）

  ア ゴ ハ ゼ の
一

亜種 （同 ハ ゼ 亜 目）  チ 。 ウ チ 。 ワ

ウ オ （同 チ ョ ウ チ ョ ウ亜 目）  ク サ フ グ （フ グ 目）

  メ バ ル （カ ジ カ 目）の 7種 に 関す る 限 り，そ の 脊

髄 神経尾端部 に は ，ほ ぽ 共通す る 形 状 が 認 め ら れ

た。しか し，そ の購成要素に は 差異 が 認 め られ た e

　 7種 に ほ ぼ 共通す る の は ，育髄神経 が，尾端 に い

た り尾骨系 （尾鰭を 支 え る，全 体 と して扇状 に な る

一
群の 骨）を は さ み，体 正 中線近 く，体左 右の 二 つ

の 背 腹 面 上 を ， 背側 と腹側 に そ れ ぞ れ ル ープを な し

て 走り，各ル ープ の 外縁 が 尾骨系外縁 と 重 な り ， そ

こ か ら尾 鰭各鰭 条 に
一

本ず つ 分 枝を 分岐 さ せ る 形状

で ある。

　　　　 図　尾部神経扇左 セ ッ ト

frb
， 鰭 条分枝 ；sc ，脊髄神経 ；他 は 本文参照

　 な お，筆者は こ れ らの 分枝 と ル
ー一プ の な す系を，

尾 部神経 扇 と名 づ け た 。 尾部神経扇 は，上 記の 如 く，

左右相称の 位置に
一

対 あ る 。
ル ープ は ， 扇 の カ ナ メ

に あた る が，そ の 各枝 に，筆者は 次の 名を 与 え た 。

尾部神経 扇 左 セ ッ トの 場合 ， そ れ は 背側 か ら腹側 に ，

  上 位背側左 枝  背側斜行左枝◎背側平行左枝  腹

側平行 左 枝  腹 側斜行左 枝   下 位 腹 側左 枝 で あ る 。

な お ， 上 記 の 各ル ープ は ， 斜行枝 と平行枝 の 重 な り

合い に よ る ， み か げ 上 の もの で あ る 。

　尾部神経覇各枝 は，一
本，ま た は そ れ 以 上 の 脊髄

神経腹側枝また は 同背側枝に由来す る が ， そ の 様相

に は ， 種毎 の 差異 が認め られ た 。

　そ れ は 筆者の 尾部神経式に よ っ て 表現 された 。 例

えば ，

尾 部神経式婁 讐 ≡饕 喬 皇，

に お い て ，  〜  は，既述記 号 の 各神経枝 ， 数字 は，

脊 椎 末端か ら頭へ 向 っ て ふ っ た 脊椎 骨 の 番 号 ，ダ ッ

シ ュは ，背側枝，ダ ッ シ ュな し は，腹側枝 を示 し ，

例え ば  神経 が ， 脊椎末端か ら 3 番 目と 4 番 目の ，

二 つ の 脊 推 骨神経棘 か ら走 り出 る，計二 本の 腹 側枝

に 由来す る こ と な ど を あ らわ して い る 。

1−5　魚類 の 回游 の 生理学的基礎

オ ル ガ ナ イ ザ ー ： 内 田 清…郎 （東大
・
海洋研）

　魚類は 海洋並 び に 淡水域に お い て 多様 の 形 式 の 回

游を行 っ て い る が、そ の 基本 に産卵域 と生育域 とが

か け は な れ て い る こ と に 起 囚 して い る。こ れ ま で 回

游 の 生 理 学 は 主 に 川 と 海 と に 産卵 ・生育域が 分れ て

い る種類に つ い て行わ れ て 来 た 。 こ れ ら Diadre−

mo κ s　 fishes　icは 母 川 回帰 や 浸透圧調節 など特有 の

興味 あ る現象が 見 られ る た め で あ る
。 母 川 回帰 の 嗅

覚説 （Hasler＆ Wisby，1951） は サ ケ類の 嗅球か

ら誘導 さ れ る 脳波 が，母 川 水 に 特 異 的 に 反 応 す る と

の 報告 （Ueda，
　 Hara ＆ Gorbman

，
1967） に よ っ て

一
層の 裏付け を 得 h 。 今回 は ヒ メ マ ス が 幾つ か の 河

川 水 を 識 別 す る こ と に つ い て （上 田 ），更 （c 　Gorbman

研 究 室 で 行 わ れ た 母 川 に 帰 っ た サ ケ に 他 の 河川 に戻

っ た サ ケ の 脳 RNA を移入 す る と，記憶 の転位が 見

られ る と い う興 味 あ る結 果 が の べ られ る （大島）， 浸

透圧調節 に つ い て はサ ク ラ マ ス や ウ ナ ギ などが 川 か

ら海 に 移動す る 際 に は，淡水中に あ って 既 に 海水 生

活に 適 した 形態的 ・生理的変化を起 こ し て い る こ と

が強調 され る（平野）。

ヒ メ マ ス の 母川回帰と河 川水の 識別

上 田
一

夫 （東大 ・理 ・動）

　白旗 ・田中 （1969） は，今 まで ヒ メ マ ス （land・

1eckeCl　Oncorhynchus　nerka ）の 醐上 の な か っ た 河

川 に稚魚を 放 流し，こ の 川 に 産卵瀰上 させ る こ とに

成功した。更 に 白旗 （1969） は，感覚閉塞 した産卵
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